




































































































































































































































































































る。乙事件は、 Y，学園が、 X，ら 5名及びBに対し、同人
らが、その在任中である平成9年4月、訴外F社から不当
に高い価格で土地を購入する旨の決議を成立させ、適正価
額との差額及び諸費用の合計約2億9650万円の損害を与え
た、と主張して、不法行為に基づく損害賠償及び遅延損害
金の支払を求めた事業である。この甲事件と乙事件につい
ては、第一審において、甲事件を一部認容し、乙事件を全
部認容するとの判決が出された後、控訴審において裁判上
の和解が成立し、訴訟が終了するに到っている。ちなみ
に、本件は、この甲事件及び乙事件よりも後にX，らによ
って提起され、前記甲事件及び乙事件と併合されたもので
ある。
2) なお、 Y，学園らは、上告も併せて行っており、上告
理由は、本文で紹介する上告受理申立理由とほぼ同様のも
のであった。この上告については、「単なる法令違反また
は事実誤認を主張するもの」に過ぎないとして、上告棄却
の決定が下されている。最決平成21年12月3日平成20年
(オ)1144号。
3) 本件に関する評釈として、西内康人・民高143巻2号243
頁 (2010)、三枝健治・法セ増刊「速報判例解説dJ8号111
頁 (2011)、松尾弘・法セ679号118頁 (2011)がある。
4) 本件の交渉経緯からすると、 y，による経営権譲受の
交渉は、 y，の資金難を理由に一旦中断しているようであ
り、 X，らにとっては、 y，自身にY，学園の債務を全て負
担する能力がないことは、予測可能な事情であったと考え
て差し支えないように思われる。
5) もっとも、 X，らの理事としての地位については、本
件訴訟中の時の経過により、 X，らの理事としての任期は
既に満了しているため、 X，らが理事としての地位にある
との確認請求は、原審の段階で棄却されている。この点を
も考慮すると、本判決が、連帯保証債務の免責と理事とし
ての地位とを別次元のものとして議論していることは、理
事としての地位の喪失に関する錯誤無効が実質的に無意味
であることから、一定の合理性があるということができる
かもしれない。また、本稿では詳しく検討していないが、
本件に並行していた甲事件及び乙事件において、第一審に
より X，らに損害賠償責任を認める判決が出され、原容に
おいて和解が成立したという事実が、 X，らに理事として
の地位を認めるべきか否かの議論に対して、事実上影響を
及ぼしている可能性もありうるように考えられる。
6) やや抽象的に議論すると、会議の場においては、相対
取引における契約条件の交渉と異なり、通常以上に自由な
発言が許容される反面、会議の場以外での事情を併せて考
慮することを原則としてしない、との考え方も、成り立ち
得ないではないため、例えば、 X，らにより理事退任の動
機が明確に示されたか否かの解釈や、議事録として残され
なかった事項についての合意の成否の判断の解釈に、影響
が及ぶ可能性について、検討する必要があるように恩われ
る。
7) すなわち、 Y，学園と相手方とが共にy，による無権代
理行為の効果を有効とさせようとする場合には、ほとんど
問題が生じないが、解雇、退学、懲戒等、相手方が当該行
為の効果を覆すことを望んでいる場合や、 Y，学園の経営
権を後に保持した者がy，の行為により生じた結果と異な
る状況を望んだ場合には、事態が相当複雑になる恐れがあ
るわけである。星野豊「私立学校における経営陣の内紛」
月刊高校教育2010年1月号83頁参照。実際、 Y，学園につ
いては、 y，が理事長に就任した後、勤務していた教職員
との聞で相当数の労使紛争が生じたようであり、本件訴訟
の係属中にその主な部分について和解が成立したとのこと
であるが(五衆則男「鹿島学園事件勝利和解解決.Jhtゆ://
www.habataki-lo必/index.php?page_id=36)、y，の理事長
としての地位の有効無効は、かかる和解成立の前提をなす
ものであるから、仮に原審の判断が破棄されずに確定して
いた場合には、和解の効力に何らかの影響が及んだ可能性
があったものと恩われる。
(ほしの・ゆたか筑波大学准教授)
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